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寛
政
の
三
奇
人

　

江
戸
時
代
後
期
の
一
七
〇
〇
年
代
後
半
に
は
、
江

戸
三
大
大
火
と
さ
れ
る
明
和
の
大
火
（
一
七
七
二
）

や
全
国
に
飢
饉
が
発
生
す
る
原
因
と
な
っ
た
浅
間

山
噴
火
（
一
七
八
三
）
な
ど
巨
大
な
災
害
が
頻
発

し
、
そ
の
影
響
も
あ
っ
て
幕
府
の
老
中
が
田
沼
意
次

か
ら
松
平
定
信
に
交
替
す
る
と
い
う
政
治
体
制
の
変

化
も
発
生
し
た
。
さ
ら
に
ロ
シ
ア
の
Ａ
・
ラ
ク
ス
マ

ン
を
船
長
と
す
る
帆
船
エ
カ
テ
リ
ー
ナ
が
根
室
に
到

来
（
一
七
九
二
）
す
る
な
ど
、
鎖
国
社
会
へ
の
激
震

が
噴
出
し
た
時
期
で
も
あ
っ
た
（
図
１
）。

　

そ
の
よ
う
な
時
代
の
変
化
に
対
応
し
て
社
会
改
革

を
目
指
し
て
活
動
し
た
の
が
林

は
や
し

子し
へ
い平
（
一
七
三
八
ー

九
三
）、
高
山
彦
九
郎
（
一
七
四
七
ー
九
三
）、
蒲
生

君
平
の
「
寛
政
の
三
奇
人
」
と
い
わ
れ
る
人
物
で
あ

る
。
奇
人
変
人
と
い
う
言
葉
も
あ
る
よ
う
に
、
現
在

で
は
奇
人
は
奇き

き
ょ
う矯
な
人
間
と
い
う
意
味
に
解
釈
さ
れ

る
が
、
当
時
は
世
間
の
行
動
規
範
や
風
俗
風
習
な
ど

に
お
い
て
一
般
の
世
人
と
は
相
違
し
た
活
動
を
す
る

優
秀
な
人
物
を
意
味
す
る
言
葉
で
あ
っ
た
。
こ
の
三

人
の
奇
人

が
目
指
し

た
の
は
王

政
復
古
で

あ
る
。

　

林
子
平   

（
図
２
）は

一
七
三
八
（
元
文
三
）
年
に
幕
臣
の
岡
村
良
通
の
次

男
と
し
て
江
戸
で
誕
生
し
た
が
、
良
通
は
子
平
が
三

歳
に
な
っ
た
と
き
に
浪
人
と
な
り
、
全
国
を
放
浪
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
子
平
は
叔
父
で
医
師
で

あ
っ
た
岡
村
従
吾
に
養
育
さ
れ
、
実
兄
の
友
諒
が
仙

台
藩
士
と
し
て
仙
台
に
移
住
し
た
と
き
に
一
緒
に
移

住
し
た
。
そ
こ
を
拠
点
と
し
て
蝦
夷
の
松
前
か
ら
九

州
の
長
崎
ま
で
全
国
を
行
脚
し
、
外
国
、
と
り
わ
け

ロ
シ
ア
の
帆
船
が
接
触
し
て
く
る
実
態
を
目
撃
し
た
。

　

そ
の
脅
威
を
警
告
す
る
目
的
で『
三
国
通
覧
図
説
』

（
一
七
八
五
）（
図
３
）
や
『
海
国
兵
談
』（
一
七
八
六
）

図 1 根室に来航したラクスマン
（1792）

東
京
大
学
名
誉
教
授　

月
尾
嘉
男

［
第
十
六
回
］
江
戸
後
期
の
日
本
を
覚
醒
さ
せ
た  

蒲が

も

う生
君く

ん

平ぺ
い

【
連
載
】『
凛
々
た
る
人
生
』

   　

─ 

志
を
貫
い
た
先
人
の
姿 

─

蒲生君平（1768-1813）

図 2 林子平（1738-93）
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た
こ
と
は
有
名
で
、

現
在
、
そ
の
場
所

に
は
坐
像
が
設
置

さ
れ
て
い
る
（
図

５
）。
そ
し
て
王

政
復
古
に
尽
力
す

る
が
期
待
す
る
よ

う
な
展
開
に
は
な
ら
ず
、
九
州
の
旅
先
で
自
死
し
た
。

尊
王
攘
夷
思
想
を
信
奉

　

上
記
の
二
人
が
活
動
し
た
時
期
か
ら
約
二
〇
年
が

経
過
し
た
時
期
に
、
二
人
の
意
思
を
継
承
す
る
か
の

よ
う
に
登
場
し
た
の
が
蒲
生
君
平
で
あ
る
。
戦
国
時

代
か
ら
安
土
桃
山
時
代
に
か
け
て
、
近
江
日
野
城
主
、

伊
勢
松
坂
城
主
と
し
て
活
動
し
て
か
ら
陸む

つ奥
黒
川
城

主
と
し
て
活
躍
し
た
蒲
生
氏う

じ
さ
と郷

と
い
う
キ
リ
シ
タ
ン

大
名
が
存
在
す
る
。
織
田
信
長
に
寵
愛
さ
れ
て
次
女

と
結
婚
、
秀
吉
に
も
重
用
さ
れ
て
会
津
若
松
九
二
万

石
の
城
主
と
な
り
、
茶
人
の
利
休
の
弟
子
の
七
哲
の

一
人
と
さ
れ
る
人
物
で
あ
る
。

　

そ
の
嫡
男
の
秀
行
は
父
親
の
急
死
に
よ
り
一
五
九

五（
文
禄
四
）年
に
一
三
歳
で
家
督
を
継
承
、
徳
川
家

康
の
三
女
の
振
姫
と
結
婚
し
た
が
、
家
内
不
穏
を
理

由
に
秀
吉
の
命
令
に
よ
り
宇
都
宮
一
八
万
石
に
移
封

さ
れ
た
。そ
の
子
孫
が
一
七
六
八（
明
和
五
）年
に
誕

生
し
た
蒲
生
君
平
で
、
父
親
は
町
民
で
あ
っ
た
。
し

か
し
祖
母
か
ら
祖
先
は
蒲
生
氏
郷
で
あ
る
と
教
育
さ

れ
て
学
問
で
立
身
出
世
し
よ
う
と
決
意
し
、
最
初
は

近
所
の
寺
院
の
住
職
か
ら
指
導
さ
れ
、
さ
ら
に
鹿
沼

在
住
の
儒
者
の
鈴
木
石せ

っ
き
ょ
う橋

か
ら
学
問
を
教
授
さ
れ
た
。

　

以
後
は
頻
繁
に
水
戸
を
訪
問
し
、『
大
日
本
史
』

の
編
纂
に
関
与
し
た
水
戸
藩
儒
学
者
の
藤
田
幽ゆ

う
こ
く谷
に

も
師
事
し
て
い
る
。
君
平
の
尊
王
攘
夷
思
想
を
信
奉

す
る
人
生
の
発
端
で
あ
る
。
二
一
歳
に
な
っ
て
江
戸

に
移
動
し
て
多
数
の
学
者
と
交
流
し
、一
七
九
〇（
寛

を
執
筆
し
て
海

防
の
必
要
を
警

告
し
た
が
、
幕

府
以
外
の
人
間

が
海
防
を
論
議

す
る
こ
と
は
禁

止
さ
れ
て
い
た

た
め
出
版
し
て

く
れ
る
版
元
は

な
く
、
大
量
の

誌
面
の
版
木
を

自
身
で
刻
字
し
自
費
で
出
版
し
た
。
当
然
の
こ
と
と

し
て
両
書
と
も
発
禁
処
分
に
な
る
と
と
も
に
版
木
も

没
収
さ
れ
、
仙
台
の
実
兄
の
屋
敷
に
蟄ち

っ
き
ょ居
す
る
こ
と

に
な
り
、
一
七
九
三
（
寛
政
五
）
年
に
五
六
歳
で
死

去
し
た
。

　

高
山
彦
九
郎
（
図
４
）
は
一
七
四
七
（
延
享
四
）

年
に
上こ

う
ず
け
の
く
に

野
国
細
谷
村
（
群
馬
県
太
田
市
）
の
郷
士
の

高
山
彦
八
正
教
の
次
男
と
し
て
誕
生
し
、
一
三
歳
に

な
っ
た
と
き
に
南
北
朝
時
代
を
舞
台
と
す
る
軍
記
物

語
『
太
平
記
』
を
読
了
し
て
勤
皇
を
信
奉
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
一
八
歳
に
な
り
京
都
に
出し

ゅ
っ
ぽ
ん奔

し
て
多
数

の
公
家
と
交
友
し
、
と
り
わ
け
第
一
一
九
代
光
格
天

皇
に
近き

ん
じ侍
し
て
い
た
中
山
愛な

る
ち
か親
と
交
友
し
、
関
西
一

帯
の
南
朝
の
遺
跡
を
訪
問
す
る
が
、
母
親
が
病
死
し

た
こ
と
を
契
機
に
一
旦
、
帰
郷
し
た
。

　

母
親
の
死
後
、
一
七
七
三
（
安
永
二
）
年
か
ら
九

州
の
久
留
米
で
自
死
す
る
一
七
九
三
（
寛
政
五
）
年

の
期
間
、
津
軽
半
島
か
ら
薩
摩
半
島
ま
で
日
本
全

国
を
旅
行
し
、
三
五
冊

に
も
な
る
旅
行
日
記
を

記
録
し
て
い
る
。
一
七

七
四
（
安
永
三
）
年
に

京
都
に
到
着
し
た
と
き
、

三
条
大
橋
に
正
座
し
て

御
所
の
方
向
に
遥よ

う
は
い拝
し

図
５ 

高
山
彦
九
郎
坐
像
（
京
都
三
条
大
橋
）

図
３ 

三
国
通
覧
図
説
（1785

）

図
４ 

高
山
彦
九
郎
（1747-93

）
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逸
話
も
あ
る
。
こ
の
長
旅
で
疲
労
困こ

ん
ぱ
い憊
し
、
江
戸
へ

帰
還
し
て
か
ら
宇
都
宮
の
師
匠
に
挨
拶
に
出
掛
け
た

が
、
そ
の
師
匠
が
君
平
に
つ
い
て
、
疲
労
困
憊
し
て

挨
拶
に
立
寄
っ
た
と
記
録
し
て
い
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

北
方
の
脅
威
へ
の
対
策
を
検
討

　

一
八
〇
〇
（
寛
政
一
二
）
年
に
江
戸
へ
帰
還
し
、

駒
込
の
吉
祥
寺
近
く
に
「
修
静
庵
」
と
い
う
私
塾
を

開
催
し
て
弟
子
に
講
義
を
し
て
生
活
す
る
が
、
弟
子

か
ら
の
月
謝
だ
け
で
は
十
分
な
収
入
に
は
な
ら
ず
貧

困
生
活
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
関
西

地
方
で
訪
問
し
た
歴
代
天
皇
の
御
陵
が
荒
廃
し
て
い

る
状
況
を
書
籍
『
山さ

ん
り
ょ
う稜
志し

』
と
し
て
執
筆
し
、
一
八

〇
八
（
文
化
五
）
年
に
出
版
し
た
。
そ
の
書
籍
で
御

陵
の
形
状
を
「
前
方
後
円
」
と
表
記
し
、
そ
れ
が
現

在
も
使
用
さ
れ
て
い
る
用
語
の
起
源
と
な
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
一
八
一
〇
（
文
化
七
）
年
に
『
職し

ょ
っ
か
ん官

志し

』

を
出
版
す
る
が
、
こ
れ
は
当
時
の
官
僚
制
度
を
奈
良

時
代
の
官
職
制
度
に
復
古
さ
せ
る
こ
と
を
主
張
し
た

内
容
で
、
第
一
一
九
代
の
光
格
天
皇
も
閲
覧
す
る
が
、

徳
川
幕
府
の
朝
廷
へ
の
対
応
を
批
判
す
る
こ
と
を
意

味
す
る
内
容
の
た
め
、
江
戸
の
奉
行
か
ら
事
情
聴
取

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
を
不
服
と
し
て
、
さ

ら
に
『
憤
記
』
を
出
版
し
て
騒
動
に
な
る
が
、
幕
府

の
行
政
に
関
与
し
て
い
た
儒
学
者
林
述じ

ゅ
っ
さ
い斎
が
弁
明
し

て
く
れ
た
こ
と
に
よ
り
大
事
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
幕
府
と
朝
廷
の
関
係
が
複
雑
に
な
る

一
方
、
前
述
の
よ
う
に
北
方
か
ら
の
脅
威
は
急
速
に

増
大
し
は
じ
め
、
一
八
〇
四
（
文
化
元
）
年
九
月
に

は
Ｎ
・
レ
ザ
ノ
フ
を
隊
長
と
す
る
ロ
シ
ア
の
軍
艦
が

日
本
人
漂
流
民
の
送
還
と
い
う
名
目
で
ロ
シ
ア
皇
帝

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
の
親
書
を
携
帯
し
て
長
崎
に

到
来
し
て
翌
年
四
月
ま
で
滞
在
し
た
（
図
６
）。
さ

ら
に
一
八
〇
七
（
文
化
四
）
年
に
な
る
と
択え

と
ろ
ふ捉
島
や

利
尻
島
に
も
ロ
シ
ア
の
帆
船
が
到
来
す
る
事
態
と
な

政
二
）
年
に
は
奥
州
地
方
を
旅
行
し
て
い
た
高
山
彦

九
郎
に
出
会
い
、
さ
ら
に
帰
路
に
は
仙
台
城
下
に
生

活
し
て
い
た
林
子
平
を
訪
問
す
る
が
、
君
平
が
粗
末

な
服
装
で
あ
っ
た
た
め
軽
蔑
さ
れ
、
会
談
は
決
裂
し

た
と
い
う
逸
話
が
伝
承
さ
れ
て
い
る
。

天
皇
の
御
陵
の
調
査

　

一
七
九
二
（
寛
政
四
）
年
に
、
冒
頭
に
紹
介
し
た

ロ
シ
ア
の
帆
船
エ
カ
テ
リ
ー
ナ
が
Ａ
・
ラ
ク
ス
マ
ン

を
使
節
と
し
て
根
室
に
入
港
し
た
と
い
う
情
報
を
入

手
し
た
君
平
は
手
薄
な
北
方
防
備
を
憂
慮
し
、
一
七

九
五
（
寛
政
七
）
年
に
再
度
、
陸
奥
へ
の
旅
行
に
出

発
す
る
。
異
国
の
船
舶
の
到
来
で
は
一
八
五
三
（
嘉

永
六
）
年
の
Ｍ
・
ペ
リ
ー
の
指
揮
す
る
ア
メ
リ
カ
の

四
隻
の
軍
艦
が
浦
賀
に
来
航
し
た
騒
動
が
有
名
で
あ

る
が
、
そ
れ
よ
り
も
六
〇
年
近
く
以
前
に
発
生
し
た

北
方
か
ら
の
開
国
要
請
の
圧
力
に
敏
感
に
反
応
し
た

の
で
あ
る
。

　

そ
の
途
上
で
は
大
原
呑ど

ん
き
ょ
う響

や
藤
原
知
明
な
ど
尊
王

攘
夷
を
主
張
し
、
北
方
防
備
の
必
要
を
主
張
す
る
何

人
か
の
学
者
と
出
会
っ
て
意
見
交
換
し
、
帰
路
に
は

会
津
に
立
寄
っ
て
祖
先
の
蒲
生
氏
郷
や
蒲
生
帯た

て
わ
き刀

の

墓
所
に
参
詣
し
て
江
戸
に
帰
還
し
た
。
そ
の
翌
年
の

一
七
九
六
（
寛
政
八
）
年
に
は
京
都
に
出
向
い
て
一

帯
に
存
在
す
る
天
皇
の
御
陵
を
調
査
し
、
さ
ら
に
一

七
九
九
（
寛
政
一
一
）
年
に
は
京
都
へ
再
度
旅
行
し
、

大
坂
か
ら
奈
良
一
帯
に
あ
る
天
皇
御
陵
を
す
べ
て
踏

査
し
、
帰
路
に
は
伊
勢
松
坂
で
本も

と
お
り居
宣
長
と
面
会
し

て
い
る
。

　

そ
こ
か
ら
佐
渡
へ
と
移
動
し
、
一
二
二
一
（
承
久

三
）
年
に
発
生
し
た
鎌
倉
幕
府
の
執
権
の
北
条
義
時

と
の
抗
争
で
あ
る
承
久
の
乱
に
関
与
し
て
佐
渡
に
配

流
さ
れ
て
崩
御
さ
れ
た
順
徳
天
皇
の
御
陵
へ
参
拝
し

た
。
さ
ら
に
友
人
で
あ
る
僧
侶
の
良
寿
の
遺
骨
を
携

帯
し
て
天
の
橋
立
ま
で
旅
行
し
、
散
骨
し
た
と
い
う
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図
で
あ
っ
た
。
多
額
の
借
財
を
背
負
い
な
が
ら
自
身

が
理
想
と
す
る
国
家
の
体
制
を
実
現
し
た
い
と
い
う

一
念
で
最
初
の
二
冊
を
刊
行
し
た
が
、一
八
一
三（
文

化
一
〇
）
年
に
赤
痢
に
罹り

か
ん患
し
、
四
六
歳
で
病
死
し
、

東
京
都
江
東
区
に
あ
る
臨
江
寺
に
埋
葬
さ
れ
た
。

　

臨
終
の
言
葉
は
「
俺
を
思
う
な
ら
ば
、
俺
の
意
志

を
読
み
、
俺
の
生
事
の
労
を
想
え
」
と
い
う
執
念
を

表
現
す
る
内
容
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
志
は
明
治
時
代

に
な
っ
て
天
皇
親
政
の
国
家
体
制
の
復
興
に
貢
献
し

た
と
顕
彰
さ
れ
、
一
八
六
九
（
明
治
二
）
年
に
は
明

治
天
皇
の
勅
命
に
よ
り
、
宇
都
宮
市
に
「
蒲
生
君
平

勑ち
ょ
く
し
ょ
う旌
碑
」
が
建
立
さ
れ
、
一
八
八
九
（
明
治
二
二
）

年
に
は
宇
都
宮
二
荒
山
神
社
の
境
内
に
「
蒲
生
君
平

顕
彰
碑
」
が
建
立
さ
れ
て
い
る
（
図
７
）。
そ
し
て

一
八
八
一
（
明
治
一
四
）
年
に
は
正
四
位
が
贈
位
さ

れ
た
。

　

こ
こ
ま
で
紹
介
し
た
経
歴
だ
け
か
ら
は
単
純
な
天

皇
至
上
主
義
を
信
奉
し
た
人
物
と
理
解
さ
れ
る
か
も

し
れ
な
い
が
、

そ
の
よ
う
な

思
想
を
醸
成

し
た
背
景
は

二
〇
〇
年
以

上
も
平
安
で

あ
っ
た
鎖
国

社
会
に
様
々
な
外
圧
が
切
迫
し
て
き
た
危
機
意
識
で

あ
る
。
単
純
に
現
在
と
比
較
す
る
の
は
困
難
で
あ
る

が
、
戦
後
八
〇
年
目
の
節
目
に
あ
る
現
在
の
日
本
も

人
口
減
少
、
経
済
停
滞
な
ど
の
内
圧
と
国
際
政
治
や

世
界
経
済
の
外
圧
が
切
迫
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な

視
点
か
ら
も
蒲
生
君
平
を
見
直
す
時
期
で
あ
る
。

り
、
北
方
の
防

備
も
重
要
な
政

策
と
な
っ
た
。

　

そ
こ
で
君
平

は
北
方
か
ら
の

脅
威
に
対
抗
す

る
防
備
を
構
想

し
、
そ
の
内
容

を
一
八
〇
七

（
文
化
四
）
年
に
『
不ぶ

し
ゅ
つ
い

恤
緯
』
と
い
う
冊
子
に
し
て
、

老
中
の
松
平
信
明
や
土
井
利
厚
な
ど
数
人
の
幕
閣
に

献
上
し
た
。
そ
の
内
容
は
徳
川
幕
府
の
幕
藩
体
制
と

い
う
分
権
制
度
で
は
外
敵
に
対
応
す
る
こ
と
は
困
難

で
あ
る
た
め
、
統
一
国
家
に
移
行
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
い
う
意
見
で
あ
る
。
見
識
が
あ
る
と
は
い

え
幕
府
の
人
間
で
は
な
い
私
人
が
幕
政
に
意
見
を
具

申
す
る
こ
と
を
警
戒
さ
れ
、
君
平
は
閑か

ん
き
ょ居
さ
せ
ら
れ

る
こ
と
に
な
る
。

大
望
を
実
現
で
き
ず
に
逝
去

　

偶
然
で
は
あ
る
が
、
そ
の
時
期
に
故
郷
の
宇
都
宮

に
在
住
す
る
母
親
が
病
気
に
な
っ
た
と
い
う
連
絡
が

あ
り
、帰
郷
し
て
母
親
を
看
病
し
な
が
ら
、『
職
官
志
』

を
執
筆
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
恩
師
の
一
人
で
あ
る

鈴
木
石
橋
の
援
助
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
書
籍
は
朝

廷
が
日
本
を
支
配
し
て
い
た
幕
藩
体
制
以
前
の
統
一

国
家
時
代
の
官
職
、
官
位
、
階
級
、
官
制
な
ど
国
家

の
体
制
で
あ
る
律
令
制
度
を
解
説
し
た
内
容
で
、
君

平
が
主
張
し
て
き
た
律
令
国
家
を
実
現
す
る
た
め
の

基
礎
資
料
を
用
意
し
た
こ
と
に
な
る
。

　

し
か
し
、
君
平
の
構
想
は
雄
大
で
あ
り
、
既
刊
の

『
山
稜
志
』『
職
官
志
』の
二
冊
以
外
に『
神じ

ん
ぎ祇
志
』『
姓

族
志
』『
服
章
志
』『
礼
儀
志
』『
民
志
』『
刑
志
』『
兵

志
』
の
七
冊
を
発
刊
し
、
日
本
の
古
代
か
ら
の
国
家

制
度
を
明
確
に
し
、
そ
れ
を
再
興
し
よ
う
と
い
う
意

つ
き
お 

よ
し
お

一
九
四
二
年
生
ま
れ
。
東
京
大
学
工
学
部
卒
業
。
工
学
博
士
。
名
古

屋
大
学
教
授
、
東
京
大
学
教
授
、
総
務
省
総
務
審
議
官
な
ど
を
経
て

東
京
大
学
名
誉
教
授
。
専
門
は
通
信
政
策
、
仮
想
現
実
。
趣
味
は
カ

ヤ
ッ
ク
と
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
。
著
書
は
『
縮
小
文
明
の
展

望
』『
先
住
民
族
の
叡
智
』『
転
換
日
本
』『
凛
々
た
る
人
生
』『
爽
快

な
る
人
生
』『
意
志
あ
る
人
生
』
な
ど
多
数
。

図
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蒲
生
君
平
顕
彰
碑
（
二
荒
山
神
社
）

図
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レ
ザ
ノ
フ
の
日
本
来
航
（1804

）


